



























































とである。この英文著書は Keats-Shelley Journal, Keats-Shelley Review,『英語
青年』,『桃山学院大学紀要』 に発表された下記の論文などをもとにまとめら
れらたものである。
① “Japanese Scholarship on Keats”
② “Translation of Keats’ Poetry in Japan”
③ 「日本のキーツ受容と将来」
④ “Reception of Romanticism in Japan Before World War II”
⑤ “Reception of Romanticism in Japan After World War II”
⑥ “The Medical Aspect of Keats”
⑦ “Guy’s Hospital and John Keats”
その他, ジョン・キーツの伝記的研究には「Keatsの伝記一考」や ｢Keats
の徒歩旅行」もあり,『桃山学院大学人間科学』誌上に発表されている。
ご著書の２ (pf. 201) と３ (p. 79) によれば, キーツの名が日本の書物に初
めて登場したのは, Samuel Smiles, Self-Help（1859）の訳書である『西国立
志篇』(中村敬太郎［敬宇］訳, 1871）の中であるという。(但し, “Keats












ね歩いたこともある。ローマ郊外にあるキーツの墓石には, “Here lies one

















・“Beauty is truth, truth beauty” that is all
Ye know on earth, and all ye need to know.
｢美は真なり, 真なり美｣ これぞこの世で
知るすべて, 知るべきすべて｡
“Ode on a Grecian Urn”（1819)
岡田章子先生, どうか末長くキーツの世界を我々後進の者に伝え続けてく
ださい。
はるばるとキーツ訪ねて岡田山
庭斎(橋内 武）
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